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本論文は，光 ATM ネットワークにおける交換方式に関する研究の成果をまとめたものであり，全文は次の 5 章よ
り構成されている。
第 1 章では，光 ATM スイッチング技術について概説し，本研究の位置付けを述べている。




トの概念、を導入した全光 ATM パックボーンネットワークの構成を示している o さらに， シミュレーションにより提
案方式の性能評価を行い，その有効性を明らかにしているo
第 3 章では，波長多重型光セルバッファを用いた光 ATM スイッチについて述べている O 光スイッチング素子の発
展と交換システムの大容量化の必要性から光 ATM スイッチが注目されているが，大容量の光セルバッファの構成が
重要な課題となっている。本研究では，現状で構成可能である光スイッチとファイパ遅延線を組み合わせた光バッファ
を波長多重型セルメモリとして用いた光 ATM スイッチを提案している。提案している ATM スイッチでは，波長多
重されていない入出力回線を交換接続するために，各出回線に対して，それぞれ異なった波長を内部的に割り当て，
可変波長変換器を用いて入回線に到着した光セルの波長を目的出回線に応じた波長に変換して，全入力回線からの光




第 4 章では，波長多重光 ATM ネットワークにおいて，大容量構成が可能であり，実現性の優れた光 ATM スイッ
チ構造について述べている O 波長多重光 ATM ネットワークにおいては，単一光ファイパ物理リンク上に同一目的地









高度情報社会を支える情報通信ネットワークとして広帯域サービス総合ディジタル通信網 (B- ISDN) の構築が
強く望まれているo そのネットワークでは光ファイパ伝送方式の進歩をとり入れた光ATM ネットワークが重要な位













て論じ， 2 段構成の光ATM スイッチが望ましいことを提案しているo 初段はセルを目的出力リンクへの交換動作
を行う空間スイッチで構成しており，次段は出力リ U ク毎に設置されセルの波長を呼設定時に決められた波長に変
換して送出する波長スイッチで構成している o 一例として，スループットが10Tbit/s の大容量スイッチが構成可
能であることをシミュレーションによる性能評価も含めて明らかにしているo
以上のように，本論文は将来の高速マルチメディア通信を効率よく行うことのできる光ATM ネットワークにおけ
る交換方式について，新しい方式提案ならびにその評価を行い，新しいネットワーク構築に向けての基礎的知見を与
えており，通信工学ならびに通信網工学の発展に寄与するところが大きし」よって本論文は博士論文として価値ある
ものと認める。
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